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ブカレスト ２００８．１０．３

＜ 始まった 後半向けた 合い言葉 約束守れ 自他を問わずに ＞

夏休み明けの、「休み明け集会」で、「前期の後半は約束を守ろうを合い言葉にしましょう」と訴え

ました。他人との約束も大事ですし、自分との約束（決意）も大事にしようと呼び掛けました。

○ 木の葉っぱ （R.T.さん）

どんどんかれて

かわいそう

枯れるということは命がなくなること

ですから、かわいそうですね。きれいな色

に変わって死んでゆくんですね。

○ ピアノがね （R.T.さん）

いっぱいひけたら

楽しそう

休み時間に、ホールでピアノをひいて

いる人を見たのでしょうか？ときどき

いい音が聞こえてきますね。

○ じきゅう走 （R.T.さん）

タイムがのびて

うれしいな

Rさん、おめでとう。苦しさをのり

こえたごほうびですね。「だめだ」と

いう弱い心に負けない強さです。

○ ふきのとう （K.H.くん）

いっしょうけんめい

出てきたぞ

ふきのとうは、寒い冬の雪の下に芽を出

しているんですね。そのたくましさを見習

いたいものですね。

○ ブカレスト （N.M.さん）

今年の秋は

寒いかな

最後の「かな」には、２つの意味が

ありますね。「寒いのではないかな」とい

うNさんの感じと、「切れ字」です。

○ マグロはね （K.H.くん）

いつもたくまし

負けないぞ

マグロやカツオのぱんぱんに張った体

を見ると、強さを感じますね。日本では

「鯉」もたくましい魚の代名詞ですね。


